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学校におけるいじめとカウンセリング
一教師ができるカウンセリング－
鎌田千晴
はじめに
駛
騨
興
晶
缶
二
㎡
飢
埒
曇
鶉
談
〈
●
諺
なぜ学校においていじめがあるのだろうか。いじめられた子は、心に大きな傷を受けるだろ
う。そしていじめられた子だけでなく、いじめた子どももいつかは深い罪悪感にさいなまれる
にちがいない。そんな悲しいことが学校現場で実際起きている。
私は中学1年生の転校の際にいじめにあい、学校に行けなくなった。しかし私は中学２年生に
再び転校するということで、いじめで不登校になった自分に終止符を打った。そしてきちんと
学校に通うことができた。それは私が不登校になったとき、助けてくれたカウンセラーの存在
があったからである。心のすべてを受け入れてくれるカウンセラーは、私がこれから進んでい
けるまっすぐな気持ちを無くさないようにしてくれた。私はそれ以来カウンセリングの凄さを
感じている。そして大学生になって、私は教育心理や生徒指導などの勉強をするようになり、さ
らにカウンセリングの大切さや凄さを再確認した。
そこで私は考える。学校で起こってしまったいじめを解決するには、カウンセリングの力が
大変重要であると。現場の教師がカウンセリングの技術や知識を少しでも用いていじめ解決に
取り組めたらどうであろうか。大変大きな効果があると私は思う｡今回の研究において私が
テーマにしたいところはこの部分である。そして最後には、いじめのないクラスを作るにはど
うすればよいのかをつかみたいと考える。
私が小学校の教師になったら、もちろんいじめのないクラスを目指す。そしてこの研究を生
かして実践したい。
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第１章：現代のいじめとは
第１節鷺大河内君の事件から
1994年11月に愛知県で中学２年生の大河内滴輝君がいじめを苫に自殺するという痛いましい
事件が起きた｡この嚇件は、現代のいじめの卑劣さと惨さを露出し､日本社会に波紋を投げか
けた。。
現代のいじめは昔のいじめとは異質なものである。学校現場にいる子どもたちは今のいじめ
の惨さをとうに知っていたのかもしれない。この事件が起こる前にもいじめについていろいろ
な見解を述べる人たちがいる。「いじめなんて昔からありました。そのようなものに負ける弱い
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心がいけない…｡」とか。「いじめを苔にして死ぬなんて冗談じゃないＩ死ぬくらいの勇気があ
るならなんだってできる！…」とか。それは果たして実際のいじめを目の当たりにし、子ども
たちの立場に置き換わった言葉であろうか。本当にそんなことが言えるのだろうか。ではどう
して大河内君は自殺しなければならなかったのだろうか。なぜここまで大河内君へのいじめは
エスカレートしていったのだろうか｡
いじめを子どもたちの世界でかいま見ている専門家も多く存在する。現代のいじめをこう表
現する人がいる。
．.､現代のいじめのなかにはかなり残酷なものも念まれております。残酷というか、いじめ
というより「差別」といったほうがいいようなものが中心を占めています。単にいじわる
をするというのではなくて、自分たちと異なったものだと思うものを「差別」するという
ことがあって、その場合には十分「殺す」ことができます。差別で人を殺すことができる
のです。（桑原151頁）
現代のいじめは人を「殺す」力をもつ恐ろしいものであるのだ。いじめは人の心の中で生まれ
ものである。人の心に「差別」が生まれると偏見を生み、その人の人権を奪うような行動でも
平気にできるようになってしまうのだ。「あいつは平気だろう」と同じ人濁なのに偏見によって
相手を自分とは違うものとして見てしまう。そんな現代人の心が惨いいじめを生んでいるので
はなかろうか。
現代のいじめの惨さをさらけ出した大河内酒の事件。そのおおもとは、まさしくここにある
だろう。
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第２節：「児童生徒のいじめ等に関するアンケート調査結果ｊから
大河内職の覗件をきっかけに、文部省は1995年３月に「いじめ対策緊急会議報鴬」をilル、
1996年５月には「児童生徒のいじめ等に関するアンケート調査結果」を報器された。
その結果に注目したい。
図１はいじめの被害経験の解答である。
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陞{今の学年になってからいじめられたことがあるか(いじめ被害の経験)
図２（次ページ）では、いじめられた孑・どもにいじめる子どもの人数を聞いた納来である。 ひと
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図2いじめられた子どもに､いじめる子どもの人数を聞いた結果
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図３いじめられた子どもに､ざのようにいじめられたかを聞いた結果
上記全ての図の出典:文部省「児童生徒のいじめ等に関するｱﾝｹｰﾄ調査結果｣平成８年５月より
りの子にいじめられたというのは23.9％。それ以外は2,3人、４～9人、１０～19人、２０人以上と、
大小があるものの76.1％はすべて集別によっていじめられている。
磯３は、いじめられた子どもにどのようにいじめられたかを聞いた結果である。小学校で一番
多いいじめ行為は60.9％で「悪口・からかい」である。次に43.5％と多いのが「なかまはずれ・
無視」である。だんとつに多いこの二つのいじめ行為に注目したい。
先の「現代のいじめは･･･いじめというより「差別」といったほうがいいようなものが中心を
占めています｡」とはまさしくその通りであることが分かる。一種の「差別」なのだ。ほんのい
じわるする気持ちであるのかもしれない。でもこれを放っておくと恐ろしいことに成りかねな
い。なぜなら「無視・なかまはずれ」などは大変な力をもっているからだ。
昔ある地域で大きな罪を犯した者に対して死刑のかわりに「無視をする」という方法が用い
られたそうだ。その村全体の人がその者に対して無視の態度をとり続けると、その人は100パー
セント亡くなったそうだ。關殺ももちろんあった。しかし病気にかかったりする人も大変多か
ったらしい。昔から人間にとって「無視される」というのは－番苦痛なのだ。「悪口・からかい」
『なかまはずれ・無視」というその人を差別するいじめの行為は、人を殺す力をも持っているの
だ。（桑原151～152頁）
自殺するまではいかなくても、学校に来られない子がいるであろう。その子のことを考えて
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鰯ひとり 23.9％ １７．６％ １３６％
､2,3人 ５ｑ０％ 45.2％ 47.6％
ロ４～９人 22.8％ 27.5％ 24.3％
ロ１０～１９人 4.2％ 6.3％ 6.8％
函20人以上’1.6％ 6.3％ 6.8％
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ほしい。重い心身症に悩まされている子どもがいるはずである。大きな病気につながる危険性
ははらんでいる。いじめられる子も５人に１人と多い。そんな中、大河内君の事件のようにエス
カシートするケースもあれば、今の述べたようなケースに陥る子ども確率も多いのである。現
代のいじめを甘く見ることは決してできない。
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第３節：いじめっ子の心も病んでいる
現代のいじめが昔のいじめと異質であることは、今まで述べてきた。ではどうして昔とは異
質のいじめであるのかを考えたい。
まずいじめとはいじめっ子がいるからいじめが起こる。その子を嫌と思っても、無視をする
子どもたちがいなければ、いじめは発生しないのだ。その子を「むかつく１しかとしてやれ！」
と思ってしまういじめっ子がいて、いじめが起こる。この「いじめたい！」という気持ちを抱
く心に私は注目したい。いじめっ子になる子どもにも、必ずその理由がある。『いじめたい！」
と思ってしまう子どもの心は何か問題を抱えいているずである。
社会の変化に伴い、子どもたちへのストレス要因も増えてきたことは確実だ。心が病んでい
る子どもは多い。
現代のいじめは昔ではいじめっ子の心の状況が異なっている。つまり、いじめっ子も心が痛
んでいるのだ。それにより、いじめに走ってしまった子どもが昔では想像もつかない行動にも
出てしまうケースがあると考える。
現代のいじめに対応するには、また現代の対鱈策が教師にも必要になってくると考える。
窺
鳶
‐
』
咄
》
〉
』
萸
壹
第２章：教師の立場でできるカウンセリング
第１節：教師が持つべきカウンセリング知識
現代の子どもが起こすいじめは、前の章でも述べたように、病んだ心の子どもが起こすもの
がある。そのような子どもからいじめを受けた子どももまた、心が病んでしまうであろう。そ
のように心が病んでしまった子どもたちを教師が治していこうとしたとき、カウンセリングの
知識があったら大変効果的に子どもと関われると考える。
しかし学校の先生がカウンセラーになる必要があるというわけではない。カウンセラーをお
手本にして本格的にカウンセリングを進めていく、というわけでもない。教師は子どもと生活
を共にしている。授業という大変有効的なⅡ寺間を持っている。本格的にカウンセリングしよう
とせずとも、教師は授業や生活而の運営にカウンセリングの知識を矛lけ!｝して、子どもたちに関
わっていくという技がなせるのだ。
この節では教師が知っておきたいカウンセリングの嫌識について述べていきたい。
ａロジャースの三原則について
９７
この「ロジヤースの云原則」と呼ばれるこのカウンセリングの三原Ｈ１｣は、呼び名のとおりア
メリカの心理学者ロジヤース（Rougers,ＣＲ,1942）が考えた、カウンセラーに求められる３つ
の態度として上げたものである。
子どもの持つ「適応・成長」へ「自己実現化傾向ｊを信頼することや、「人格的成長」を支え
ることは教育にとって大変重要なことである。教育と相通ずるこの「ロジャースの三原則」は、
教師にとっても知っておかなければならない知識である。
ロジャースの=原則とは、①自己一致②共感的理解③無条件蔵極的配慮の３つである。
①の自己…致とはカウンセリングをする人の底にある人馴の生地の姿で相手に接するという
ことだ。
②の共感的理解とは、相手の内部的基準枠で相手を理解することである。本当に相手の気持
ちと岡じ状況になって、つらさや苦しさを感じて理解することである。
③の無条件的積極的配慮とは、鯛単に言うと、条件をつけないで受け入れをすることだ。
この3つだけでｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞは完壁になると言われているが､この3つをこなすというのは
矛盾がはらんでいる部分も多く、大変瓢難を極める。神業的なことである。
しかし、まず大切なのは「共感的理解」であると考える。この「共感的理解」をするという
ことは、先にも述べたように、相手の気持ちと全く同じ気持ちを抱き理解するということだ。こ
れができれば無敵だと考える。同じ気持ちになって理解できれば、自己一致もできる。無条件
的穣極的配慮も、相手と同じ気持ちを抱いていれば条件を出すこともできなくなる。ときおり
その気持ちを客観的に見て､相手のためにはどうすれば-一番良いのかを考えることができる。こ
れができると相手への配慮も腹がるのだ。この共感的理解を教師は---番に磨くことが大切であ
ると考える。
騨
興
醗
罐
撹
罫
罰
諄
〈
ク
ニ
八
鞍
鳶
乢
柑
報
与
弾
鍜
餌
埒
‐
趣
●
鰭
藍
ｂカウンセリング･マインドについて
カウンセリング・マインドとは「教師が教育指導に当たる際に必要とされる相談的な考え方
や態度、またカウンセリングで大切にしている雑木的な指導理念、態度、婆勢を示す和製英語」
(奥仁H111Eほか３３頁）のことを言う。ここでは教師が教室のなかで生かすことができるカウン
セリング･ﾏｲﾝﾄﾞについて述べたいと思う。
ここでは桑原知子著欝の『教篭で生かすカウンセリング・マインド」からリｉ１ｌＬ、私の考え
を述べたいと思う。この本の著者は教師が教茎で生かせるカウンセリング・マインドを、下の
７つにまとめて述べた。（桑原５１～８７釦
①個性を殺さない教育②「影」の迩味を知る③価値の転換④Beingの大切さ⑤発達段
階の考え方⑥完盤主義にはまるな⑦「なおす」ではなく「育てる」以｣この７つである。
①個性を殺さない教育
「個性を殺さない」ということは、…人一人の心での感じ方をすべて認めるということだ。人
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の心をむりやり型にはめこもうしない教育のことを「個性を殺さない教育」という。
とくに教師が個性を殺すようになる部分というのは、子どもの「受け入れがたい」締分や「変
わっている」とか「汚い」部分である。
子どもたちのそのようなところも「個性」と認める寛容な心こそ、カウンセリング・マイン
ドの第一歩であると私は考える。
②「影」意味を擁る
①で述べた「受け入れがたい」部分や「汚い」もの、つまり「排除したい」思わせるものを
心理学的に「影」という言葉で言うことができる。私たちは全員ｒ影」を持っている。これを
知ることが子どもの理解へとつながるのである。
その人の嫌いなところ、いわゆる『影ｊの部分が自分のなかにあるのに、自分としては無意
識になってそれを他人のなかに見る。これを「投影」という。
教師がクラスの中にいるちょっと好きになれない子どもは、この作用がある。そういう子ど
もを[劇分の一部と思って大目に見てみることがうまくいくきっかけではないだろうか。そうい
う子どもたちは自分の「影」の部分を教えてくれる存在である。また、その子がクラスで嫌わ
れているのならば、クラスの子どもたちの「影」を背負っているということになる。その子を
見ればクラスの子どもたちの「影」も見えてくる。一見クラスのﾀﾞﾘを乱すやっかいな子どもに
見えるが、その子がいてくれたおかげで見えてくるものがあるのだ。その子の持つ個性をこの
ように認めていくうちに、教師のその子への対応もずいぶん変わってくるに逆いない。その子
に変化が見られるのは言うまでもないだろう。
③価値の転換
これはまず「よい人生」と「悪い人生」の捉え方から、価値のj転換をはかる必要があると考
える。自分が成長出来る人生と、成長することもなくただ過ぎた人生どちらが「よい人生」か
と考えると、みんなよく成長できる人生を「よい人生」というだろう。人lil]が成長するには試
練があるでこぼこな人生をなしにはありえない。人悶は幸せであると、Ｊ１ち止まって舞えたり
しない。試練の中にいるときこそ、他人の気持ちや臓辺の鋤きがよく見えるのだ。つまり辛い
ことがたくさんあって試練に満ちた人生というのは、成長できる人生なのである。「よい人生」
とは挫折を繰り返し成長していくものなのである。
そこで、いじめられる子、不登校の子どもや問題児、陣碍児と、潤滑に学級迩営するには足
を引っ張ってしまう、「受け入れがたい」子どもたちについて考えよう。この子どもたちは試練
のまっただ中にいるのではないだろうか。学校に行けばいじめにあい苦揃の矧々。みんなは楽
しく学校へ言っているのに、行きたくても行けない不登校児。みんなとは足並みをそろえるこ
とが難しくみんなにバカにされがちな問題児。生まれながらに障碍を抱えて自1t}のきかない陣
碑児。これらの子どもたちは大変辛い生活を送っている。この子たちは他の子どもたちにはま
だ気付くことのできない、試練を味わっているのである。それだけこの子たちは他の子どもた
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ちより成長する逸材と考えることができるだろう。そう考えると、その子どもを「排灘する」な
どという考えは一切浮かんではこない。そういう子どもたちはそのような試練を与えられてい
る、選ばれし人簡なのだ。その子どもたちにとって「いい人生」とは決して思えないだろう。し
かし成長するチャンスは握っている。そのときを教師がいかに良い方向に持っていけるかが肝
要であると思う。
④Beingの大切さ
Being「ある」とDoing「する」とにそれぞれ大事なものがあるにもかかわらず、Beingのほ
うが見逃されがちなのだ。
そこで騨碍児の統合教育を例にとって考えてみたい。最近、障碍児が普通学級のなかに入れ
て一緒に教育する統合教育が多い。彼らは「いる」ということですごく存在を主張している。
「いる｣ということだけで､別に何もしなくてよいのだ｡何かできるようにさせなきやと思う必
要はまったくないし、逆に、そうしないほうがよいのだ。「存在自体にすごく意味があるｊとい
うことを知っておかなければならない。
それはクラスにおける障碍児だけでない。不登校児であっても、いじめっ子であってもいじ
められっ子であっても同じ連とが言える。彼らはそこにいるだけでBeingという存在をなし、必
ず意味があると捉えることが大切である。
⑤発達段階の考え方
教師があんまり発達段階にとらわれて子どもを見ると、子どもをきちんと受け入れてやるこ
とができなくなってくる。人間はいろんな面を出して、バランスをとって生きていくものだ。子
どもの出す様々なサインを見逃さないためにも、発達段階にあまりとらわれないことが教師に
とって大切だ。
⑥字壁牛蕊にはまるな
完壁主義というのは何事でも100パーセントできなければだめだという考え方だ。教師が完壁
主義にはまると、「受け入れにくい」ものを切り捨て、まっすぐな人生をめざす。そうすると子
どもへの要求が増えてくる。教師が１００パーセントの完駿主義を持っていると、人の心を察する
子や配慮のある子、頭の良い子は教師の要求に応えよう､期待に応えようともっともっとがん
ばる。よって200パーセントに受け取ってしまうのだ。教師は「もっとがんばれ」とか「ミスし
ないようにねｊという声かけよりも、「まあまたがんばろうよ」「もう少し屑の力をぬいてごら
ん」と気の抜けた声かけくらいのほうが、子どもをほっとさせるのだ。
みんなの列を乱すような子どもは、私たちが作りあげてしまった良い子像からはみ出してし
まっただけのことであって、「個性ｊ主張している。列を乱さず完騨にこなし、反抗しない子ど
もは逆に心配である。「個性ｊというものを押さえている可能性があるからだ。教師が完壁中義
を作り上げると、子どもは翻分を押さえはじめ、「個性」を殺すようになってくる。教師が完壁
主義にはまることは危験なことなのである。
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⑦「なおすｊではなく「育てる」
たとえば不登校になった子どもがいるとき、それをとにかく学校に来させるようにして「な
おす』ということではない。試練の中にいるその子どもが、自分の中でいかに答えを出し、学
校に行くという決断を下すのかを見守ることが大切なのだ。つまりその芽が出できやすいよう
に私たちは環境を整え、じっと待ってやる。子どもたちの持つ力を信じて見守ってあげる。こ
の「育てる」ということが教育には必要なのである。「教育」は「教ｊという指導だけでは成り
立たない。「青ｊという「育てる」という、子どもの力を信じたあくまでも支援であるという姿
勢が大切なのだ。
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第２節：いじめを解決するにあたって
第１節で述べたカウンセリングの知識を生かして、クラスで起こるいじめを解決できないだろ
うかとの考えをもとに、この節では述べていきたい。
ここでは管野純著議の「教師のためのカウンセリングワークブック」を参考に述べていきた
いと思う。そして小学校を中心に述べていきたい。
豊
笈
ａ「いたずら」「いじわる」「いじめ」の境界線における問題
この問題は小学校の低学年に多く見られる問題である。小学校低学年は言葉と行動の粗雑さ
やコミュニケーション能力の未発達のために、結果的に「いじめｊのようになってしまうこと
がある。
ある－人の男子が－人の女子を偶然的にも強い口調のため泣かせてしまう。女子はいつもつ
らくて学校に行くのを渋りだした。しかしこの問題の根底には、その男子が女子になんとなく
好意を持っていて堅くなってしまうが故に、強い己調が出てしまうなど、決してその男子は悪
意を持って行動を起こしているわけではないのだ。
低学年の場合、保護者が『いじめ」と訴えてくる場合が多い。
(1)「いじめ」を訴える子どもの親との面談をもつ
①保護者の心労に対していたわりの言葉をかける
まずはその保護者の気持ちを察して声をかけることから始めたい。「お母様もつらかったでし
ょう」など。
②いつ頃から、どのような言葉で、どのように係識者に訴えてきたのかをＴ掌に聞く
し、どこまでが推測の部分~蟻に話を聞くものの、冷静な立場で話の内容を料断この場合、
なのかを一緒に明らかにする。
③保護者としてどんなはたらきかけをしたのかを尋ねる。
はたらきかけに対して、その子どもがどのような反応を示したのかも鰯〈。
④保護者として今担任に何を望むのかを確認する。
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⑤子どもの様子についてこちらから尋ねる。
「その他、お母様が気になったり、心配なことはありませんか」など。
⑥「いじめ」「いじめられる」の二人の関係について担任なりにとらえていることを、簡単に説
明する。
これを話す際は、公平な見方をしていなければ、おそらくできないだろう。自分の「影」を
擁っているかないかである。ここで、普段カウンセリング・マインドをもって接しているかが
試される。
今後さらに注意して見守り、もし｢いじめ」と見られる場合にはきちんと指導する旨を伝える。
(2)「いじめｊの関係と捉えられた当事者へのはたらきかけ
①いじめられていると思っている方と個溌的に面接し、「いじめ」の実悩を確かめる
相手のどのような言葉、行動に傷つき、「いじめ」と感じたかを明らかにしていく。いじめら
れている方に誤解がある場合は、早急に説得しようとせずに、その子の立場になって丁寧に誤
解をといていく。
②いじめていると思われている方には「○○ちゃんが|翻っているけど、助ける方法を一緒に考
えてくれる？」という感じで、賞めたりせずに、その子が抱く好懲を活かすようなはたらきか
けを行う
③いじめられていると思っている方に、いじめと捉えられてしまった子どもの本音を伝え、先
生の手伝いなど､両者が一緒の場醗を作り､｢いじめっ子｣というｲﾒｰｼﾞを相手に修正しても
らえるような機会を作る。
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ｂ「いたすら」「いじわる」を巧妙につかった「いじめ」の問題
次にこの｢いたずら」「いじわる」「いじめ」の境界線を悪用した澗題について述べていきたい。
「休み時Ｍ１]に、Ｂ子の机のまわりを幾人かの女子がぐるりと取り囲み、－人の子が断りもなく
Ｂ子のシャープペンをとりあげ、さもバカにしたような声で？コレ、私と同じ！」と言います。
まわりを囲んだ子どもたちがどっと笑います。これだけなのですが、Ｂ子の方はとても嫌な、惨
めな気分になります」（菅原166頁）
これは紛れもなく「いじめ」だ。「いたずら」を装っているが、根底にあるものは確実に「い
じめ」である。「たとえ、はじめはあそび心でも、いたずら心でも、人の心に大きなダメージを
与える行為一いじめとみなされるのです｡」（菅原166頁〉といじめを定義づける方もいる。
このような問題は高学年に多く見られる問題である。「いじめ」という自覚を少し持ちながら
も、「いたずら」を装い、それをあくまでも押し通そうとしてしまう。このようなとき、「いた
ずら」「いじわる」と「いじめ」の違いを明確にし、毅然とした態度で子どもたちに指導するこ
とが大切である。
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謬
餡「いじめ」という行為について、いじめっ子たちにどういった内容を指導していけばよいのだ
ろうか。次にあげていきたいと騨う゜
★いじめとは「人の心に大きなダメージを与える行為』のこと。
相手が傷つくことを続けることは「いじめ」である｡このことを子どもたちにしっかり伝える。
「反復性」桐一ターゲット」「一（少数）対多数」「故意（意図）性』「構造性ｊ
この点から、「いじめ」とはどういう行為なのかを考えさせる。そしてこのように実際に起こ
してしまった行為について、「いじめ」であるとか「いじめ」でないの話し合いではなく、自分
の行動を冷静に見つめさせ、どうなのか考えさせる。
★その際に有効であるのは、「やられている子どもの立場に立たせる」ことである。いじめ側は
必ず心のどこかで自己嫌悪を感じているはずである。このような「いじめ」の問題の当鞭者で
あるいじめっ子は、'４１分が悪いことをしているのに気付いている場合が多い。「いじめをする自
分が嫌になるくらいなら、いじめをしない自分を好きになった方がいいよ」と子どもの心に向
かって一生懸命語りかけることが大切である。
また、指導をしていくにも順序というものがある。はじめはいじめの周辺にいる子から問い
かけ、中心的な子へのはたらきかけは後にする。中心的な子が、仲濁をかばおうとして何を言
っても、「～さんに聞いているのです」と一切取り合わないことが大切である。こうして希薄な
気持ちでいじめに参加していた腿辺の子を切り離してから、ｊ没後に中心的な子にはたらきかけ
るころが指導のｺﾂである。
しかしこれらの指導で注意したいのは、つるし上げではないというところである。決してそ
の子がいるからクラスが乱れることを思って、結果的にその子どもを排除するようなことにな
っては決していけない。いじめっ子に対しても、じっくり話をきいてあげることが大切なのだ｡
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ｃ隠れた「いじめ」が表面化してきたとき
教師がいじめを発見したとき、まずどういう対応をするかが、その後のいじめ問題の行く末
を決める。いじめの初期対応の仕方が大変爾要なのだ。どのきっかけから入ろうとも、いじめ
られている本人と赫談を持つことが必要である。保謹瀞との初期の面談については先に述べた
ので、ここではいじめられている本人との面談について述べたい。
①いじめられている子どもの話を丁寧に聴く
に共感的教師がいじめの現状をきちんと把握するためには、 』
理解をもって話を聴くことがl:W饗だ･
②事実を確かめながら聴く
「いつ」「誰に」「どのようにされたのか」をできるだけ具体的把機する。またいしぬの行為に
対してその子どもがどのように対応したか、他の子どもの関わり方、親に棚談しているのか、親
にどのような対応をしたか､友だちに相談相手はいるのかなど､支援状況なども把握する。
103
③対策について話し合う
二人だけの「作戦会議」を開く。
面談ではこれらの3つ行為を中心に行うことによって、いじめられ鷺いる子どもに安心を与え、
￣量ﾆｰﾕｺﾞ薫嶌_皇｡ここで大切なのは話を丁寧に聴き､壬どもの悩んでいた
そな部分などをクリアにしてあげることだ。子どもの苦痛を共に感じ、受けてとめ、取りの
ぞいてやることがまず先決である。解決に向かう第一歩である。
このような面談で一番注意を払わなければならないのは、他の子どもたちに絶対ばれてはい
けないということだ。この面談を持ったということによって、いじめが悪化すれば、これから
面談を持つことを渋るようになり、心の安住の場を失うことになるからだ。
いじめの初期段階をきちんととらえ、クラスにいじめがなくなるよう指導していくことが大
切である。そのときに、カウンセリング・マインドの気持ちで、誰を排除するわけでもなく、子
どもたちの心を受け入れてから対策を考えていくことが大切だ。
歌
泌
群
蕊
蝋
鷲
》
』
笠
学
〉
欝
鴬
戟
淵
跣
第３章いじめをつくらないクラスにするために
教師は普段の学校生活において、多大な影響を与えているのである。クラスの雰鯛気は教師
にかかっていると言っても過言ではない。もちろんいじめをつくらないクラスを作るにも、同
じことが笛える。
いじめをつくらないクラスと考えたとき、子どもたちの心にストレスをためないことが一番
であると私は思っている。
「子どもたちが思っていることや悩みをなんでも教師に話せる環境づくり」「子どもたちの心
の発達においてよい環境を整えるｊという２点がいじめをつくらないクラスにするために必要だ。
この章では、いじめをつくらないクラスにするために、教師はどうあるべきなのかを述べてい
きたい。
甥
1節カウンセリング・マインドをもって接する
学校生活において子どもたちとコミュニケーションをとる場面は多くある。そのコミュニ
ケーションの中でカウンセリング・マインドを生かしていこう。ここでは下種勇吉編『カウン
セリングの心』の中の、畠瀬稔・畠瀬直子箸「暮らしに息づくカウンセリング・マインドをｊを
参考にさせていただく（下程222～236頁)。
★ことば
コミュニケーションではことばが中心的な役割を担う。そのことばは素朴な表現で心のこも
ったことばで話さなければ、子どもたちの心を安心させることはできない。人の心を包むのも
ことばならば、傷つけるのもことばである。破壊のことばではなく、はぐくみのことばを使う
ことが子どもたちの心の発達によい影響を与えるだろう。
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★伝えるということ
教師という､子どもたちから見れば権力を持つ強い人間は、「伝える」ということを時々忘れ
てしまわないだろうか。知らず知らすのうちに意見を押しつけてはいないだろうか。押しつけ
にあった子どもたちは自分の個性を削って良い子になろうとするだろう。子どもたちが譲歩し
て教師はその良い子の扱い安さに甘えていく。これでは子どもがいつか爆発してしまうだろう。
押しつけては教師と子どもの間に溝が生まれるばかりである。子どもを思いやり､思っているこ
とを優しく伝えることが大切なのだ｡そうすれば子どもの方も､自分の意見を伝えてくるだろう。
★伝えあいは聴くことから
やはり教師にとって聴くことは本当に大切なのである。コミュニケーションにおいて伝えあ
いを持ちたいと考えたとき、この聴くといったことが一番大切なのだ。コミュニケーションに
おいてだけでなく授業においても大切なことである。慨き上手な人とのコミュニケーションが
楽しいと大変心が満たされるのだ。子どもたちにこの幸せな気持ちを味わい、コミュニケーシ
ョンの楽しさ、自分の思っていることを素直に表現することの楽しさを知ってもらいたいのだ。
教師が子どもたちの訴えをキャッチして、ストレスをためさせないようにするには、教師と会
話することを子ども楽しいと感じるように、日々の生活で教師は聴くことを大切にしなければ
ならない。
授業においても子どもたちの発言を教師はじっくり聴く必要がある。子どもたちは発賞する
ことが楽しくなるだろう。授業は活性化し、学習意欲も高まっていく。普段の学校生活の全て
において「教育の主役は子ども、脇役が教師」（田上７頁）ということを念頭に鐙かなければな
らない。そうすれば自然と教師は聴き上手になれるにちがいない。
★教師である前に－人の人間として
人をはぐくむための傾聴は一人の人illjとして話を受けとめなければならない。そうでなけれ
ば本当の侭頼灘係を築くことはできないだろう。
★伝えたいことが相手に瀞〈には
伝え手の意見が相手にきちんと受け入れられるようになるには、先に述べた信頼関係が必饗
なのである。教師と子どもの枠を越えた、－人の人慨と人鯏の棚に信頼が生まれていなければ
ならない。子どもの意見をきちんと聴く先生には、子どもは俗頼感を持つ。それを日々の生活
で薦ねていくうちに、深い信頼関係へと変化するだろう。そしていざという時にその関係が子
どもを助け、教師を助けるのだ。
コミュニケーションの楽しさを知った子どもは、それを友だち|闘士へと範１m広げ、友だちの
信頼関係も築くことができるようになるだろう。
第２節見えない力
このような話がある。ある小学校3年生のクラスの「終わりの会」で、教師が童謡詩人金子み
すどの詩を毎日一遍ゆっくり読み聞かせ、先挑の感じたことを話すことを続けていった。する
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と子どもたちはそのうち「みすぎタイムを」と名付け、毎日の学校生活での楽しみとなってい
った。そしてある日、いじめられていた子の母から、子どもがすっかり元気よくなり、いじめ
られなくなったどこらか、友だちがさそったり勉強を教えてくれるようになった、と先生に知
らせてくれたという。〈金子みすＦ１995年157頁～159頁）
担任教師から毎日読み|雛かせてもらう金子みすぎの詩が、子どもたちの心をいじめを選ばぬ
強い心に変えていったのだろう。
童謡詩人・金子みすぎの詩は優しさに満ちあふれている。人懸が人間へだけでなく、この世
のもの全てへの優しさに満ちあふれているのだ。子どもの心は透き通っている。金子みすぎの
世界はその透き通った子どもの心の世界にある。よって人間が本来あるべき思いやりの心が表
現されていると思う。
子どもたちも日に日に心も発達させていく。日々の生活において心が歪んでくるところも、も
ちろん出てくるだろう。しかし、子どもたちは金子みすぎの澄みきった世界に見せられ、金子
みすどの詩の中のメッセージはまだまだ透き通った子どもの心に浸透していくのだ。
大人は詩を深く理解できても実践するのは難しい。しかし子どもは違う。子どもは詩そのも
のを心に浸透させ、心の'１W】に響かせる。知らない職に理解でき、実行にうつせる。実に子ども
は不思溌である。まるで見えない力が働いているかのようである。この詩をとおして、子ども
たちは見えない力によって心が洗われるようである。
いじめをつくらないクラスを作るためには、この見えない力も大変重要であるように思う。こ
のよう見えない力を持っているものは、金子みすぎの詩だけではない。見えない力から、心の
栄養をもらっている子どもは、決して「いじめ」などという行為には出ないだろう。
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第３節強い心を育てる
ここでは、いじめをしようと思わない強い心について述べたいと思う。
人はなぜいじめるのだろうか。いじめはいじめっ子がいなくなれば、なくなる。ようするに、
いじめっ子をつくらなければよいのだ。では、いじめに手を出さない子どもにするにはどうし
たらよいだろうか。このことは今まで述べてきたことにある。子どもの心に悪いストレスをた
めないように、カウンセリング・マインドをもって接しようと述べてきた。カウンセリング・マ
インドを持って接することは大変大切である。が、しかし人の心にあるものが術わっていれば、
決していじめという行為に走ることができないのだ。私はそれを持ったものこそが強い心であ
ると考える。
それとは丁宗教桃ｊのことである。「宗教性」とは「宗教」とは違うものである。「宗教性ｊと
いうのは「鐡分の力を越えたものに対する俗頼と畏敬の念」である。これこそがむかしと大き
く巡った点であり、現代人が忘れてしまった（もしくは捨ててしまった）ものではないかと考
える。Ｈ本人は「宗教」ということに大変偏見を抱いていて、「宗教性」と私が述べただけで、
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｢この人はなにか洗脳されているのでは？」と思う人までいるのかもしれない。もちろん私は特
別な宗教を全く持っていない。これは人間が大変昔からずっと持ち続けてきたものなので、心
の中になくてはならないものなのだ。
一昔前、おばあちゃんたちのせりふに「死んだおじいちゃんが見ているよ」とか「ご先祖様
が見てるんだからねjというのがある。神様でも、ご先祖様でも、宇宙人でも何でもよいが、こ
の世で生きている人間の力では、全く及ばないほどの偉いものを心の中に持っている子どもは、
悪いことは決してできないのだ。むしろ人に優しくしようとか、人のためになろうという信念
がわいてくるものだ。これこそが「宗教性｣である。「宗教性」を持つと倫理性が生まれるのだ。
公立学校では「宗教」を教えてはいけないということで、教師は「宗教性」まで捨てていない
だろうか。今日、親や先生をも恐れない子どももいる。自分中心でしか考えられないのだ。学
級崩壊はいい例である。先生をバカにして困らせてもなんとも思わない。それを親に伝えても、
親はきちんとⅡ上れない。こんな世の中で子どもたちは歯止めを持っていないのだ。このような
子どもはいじめに走ると、惨辨になってしまうのだ。現在の子どもたちには「宗教性」が必要
なのだ。「必ずあなたを見ている人がいるのよ･今はそれで楽しいかもしれないけど、いつか必
ず天罰がくだるのよ」と真剣に低えたらどうなるだろう。全く傭じないかもしれない。しかし、
どこかでひっかかる部分が出てくるだろう｡その心に「ひっかかる」というところが大切なのだ。
そこで教師ができることを考えてみよう。クラスにはいろんな宗教を持つ子どもがいるかも
しれないので、あえて「神様ｊという言葉を出さなくても、「宗教性」はつたえられる。有効な
のは本の読み聞かせてあげると考える。昔話にはそのような「宗教燐」を扱ったものがたくさ
んある。そういうものを聞いている子どもたちは自然と「宗教性」というものが備わっている
かもしれない。
このように現代の日本人にかけているｒ宗教性」というもの。これがllliわっていることで、決
して悪いことのできない強い心を持つことができる。いじめに走らない子どもにするためには、
｢宗教姓」という人i町が古代からずっと持ち続けてきたものに立ち返る必要があると渚える。
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おわりに
私は自分がいじめにあって以来、いじめを皆にして自殺をする子どものニュースを聞くたび
に、胸がつぶれそうな思いをする。いじめられるということは本当に辛い。私は自殺する子の
気持ちが痛いほど伝わってくる。私はその度に、教師になってそのような子どもたちを守って
あげたいと、心の中でいつも思う。
これからもいじめがこの'1tからなくなることを祈り、いじめの被害にあう子どもを少なくす
るために、これから…生懸命力を尽くしたい。
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